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１ 令和元年度 消防局事業報告 

（１）総括 

消防局は、「神戸消防グランドデザイン 2025」が示す、神戸に住み、働き、学びそ

して訪れる全ての人々にとって安全で安心なまち神戸の実現に向けて、さまざまな施

策に積極的に取り組んできた。 

一方で、令和２年に入って新型コロナウイルス感染症が世界的に流行している。消

防局では、徹底的な感染防止策を講じ、如何なる事態にあっても、市民の生命を守る

ため安定的に業務を継続できる体制を整えている。 

令和元年度は、地域防災力の向上を目的とした防災福祉コミュニティ支援事業や、

消防団の充実強化をはじめとする市民の安全安心を守るために必要な事業に絞り込み、

限られた予算を効果的に活用しながら事業を推進した。 

（２）主な施策 

「神戸消防グランドデザイン2025」に示す５つの「安全で安心な神戸のまちの将来像」

の実現に向け、さまざまな事業に取り組んだ。 

将来像１「みんなで安全・安心に取組むまち」 

ア 地域防災力強化のため、災害時の初動対応マニュアルである「地域おたすけガイ

ド」の作成を支援するとともに、防災資機材の整備更新を行った。

イ 消防団の充実強化として、新たに市街地消防団に搬送車の配置を行うとともに、

個人装備の充実と消防団車両及び小型動力ポンプの更新や消防団詰所、器具庫の

整備等を計画的に進めた。

ウ 地域住民による初期消火活動に使用するために、公園等の耐震性防火水槽に併設

された消火用ポンプ一式を順次更新した。

将来像２「防災への心を育むまち」 

ア 住宅火災による被害の軽減を図るため、住宅用火災警報器などの住宅用防災機器

等の普及促進、家庭内での火災予防についての意識啓発など、住宅防火の広報を

重点的に行った。

イ 市民防災総合センターの施設を使用した体験型訓練や総合的な防災研修メニュ

ーに加えて新たに導入した土砂災害ＶＲを活用しながら、市民防災教育を推進し

た。

研修、訓練を通じて消防職員・団員の災害対応能力や安全管理能力、市民指導力

の向上を図った。
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 将来像３「命を大切に考え取組むまち」 

ア 市民救命士講習や、地域・職場のリーダーとなる救急インストラクターの養成な

ど応急手当普及にかかる講習を推進した。 

イ 救急体制の更なる充実のため、救急救命士をはじめ、気管挿管や薬剤投与が実施

できる認定救命士の養成を行った。 

ウ 保健福祉局と連携し「救急安心センターこうべ」の利活用を進めるとともに、市

民に対して救急車の適正利用の広報、啓発活動を行った。 
エ 搬送患者及び職員の徹底した感染防止対策を推進するとともに保健所及び医療

機関等と連携した救急搬送体制の確保を行った。 

  

将来像４「消防サービスが行き届くまち」 

ア 消防庁舎建設や建替工事を行った。 

イ 消防庁舎の浸水対策として、止水板整備等を実施した。 

（水上消防署、中央消防署栄町出張所、兵庫消防署運南出張所） 

ウ ポンプ車等を更新するとともに消防用重機等を新規導入して防災活動車両の整備

を行った。 

エ 高規格救急車の更新を行った。 

 

将来像５「あらゆる災害に備えるまち」 

ア 効果的な消防活動を実施するため、消防用ドローンの運用を開始した。 

イ 水難事故に特化した資器材を装備する「水難特別救助隊」を新たに整備した。 

 ウ 兵庫県と共同運航している消防防災ヘリコプター３機による365 日昼間２機稼動

体制を維持継続した。 

 エ 多様な消防水利の確保と適正な維持管理を進めるとともに、戦前、戦中に設置さ

れた道路下防火水槽の撤去を行った。 

 オ 映像信号のデジタル化などシステム機能を強化するため、防災情報システムの機

器更新を行った。 

 

署所名 運用 

兵庫消防署本署[仮設消防署運用] 令和３年度運用開始予定 

西神南地区消防出張所[用地取得、基本設計] 令和３年度運用開始予定 
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予 算 現 額 決　算　額 予算に比し増△減 決算明細書頁

円 円 円

0 127,764 127,764 10

１　負　　担　　金 0 127,764 127,764 12

44,745,000 39,983,487 △ 4,761,513 12

１　使　　用　　料 11,929,000 9,790,637 △ 2,138,363 16

２　手　　数　　料 32,816,000 30,192,850 △ 2,623,150 20

125,778,000 17,323,000 △ 108,455,000 20

２　補　　助　　金 125,778,000 17,323,000 △ 108,455,000 28

437,071,000 230,290,244 △ 206,780,756 30

１　負　　担　　金 436,571,000 230,049,244 △ 206,521,756 32

２　補　　助　　金 500,000 241,000 △ 259,000 36

26,187,000 20,047,602 △ 6,139,398 38

１　財 産 運 用 収 入 22,284,000 17,102,602 △ 5,181,398 38

２　財 産 売 払 収 入 3,903,000 2,945,000 △ 958,000 40

30,000,000 31,600,000 1,600,000 42

1　寄　　附　　金 30,000,000 31,600,000 1,600,000 42

211,727,000 168,253,084 △ 43,473,916 46

５　貸 付 金 元 利 収 入 50,000,000 50,000,000 0 52

７　雑　　入 161,727,000 118,253,084 △ 43,473,916 56・60

875,508,000 507,625,181 △ 367,882,819

２　令和元年度　一般会計歳入歳出決算一覧表

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　入

款　　項

１６　分 担 金 及 負 担 金

１７　使 用 料 及 手 数 料

１８　国　庫　支　出　金

１９　県　支　出　金

歳　入　合　計

２０　財　産　収　入

２１　寄　　附　　金　

２４　諸　　収　　入
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予 算 現 額 決　算　額 翌年度繰越額 不　用　額 決算明細書頁

円 円 円 円

21,915,187,000 20,617,951,031 795,863,000 501,372,969 158

１　消　　防　　費 21,915,187,000 20,617,951,031 795,863,000 501,372,969 158

65,842,000 56,567,340 0 9,274,660 186

１　災 害 復 旧 費 65,842,000 56,567,340 0 9,274,660 188

21,981,029,000 20,674,518,371 795,863,000 510,647,629

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　出

款　　項

１２　消　　防　　費

１４　災 害 復 旧 費

歳　出　合　計
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